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１ 基本理念と目標 

本市は、水道の創設から現在に至るまで、水道利用者全てがおいしく、安心で信頼され

る水道水の供給を目指し、築き上げてきた水道を未来に引き継いでいく責任があります。 

これを踏まえ、 

「おいしく・安心で信頼される水道を未来に」 

を基本理念にすることとしました。 

 基本理念を実現するための具体的な方針として、国の新水道ビジョンの理想像である「安

全」、「強靭」、「持続」の視点を柱に、6つの基本目標を定めました。 

＜課題＞ ◆安全◆
■水質の安定性向上 ＜課題＞

＜基本施策・実現施策＞ ■水質管理体制の充実

安全な水の供給 ■水道未普及地域への対応

■安全な水の供給 ＜基本施策・実現施策＞

安全でおいしい水道
＜課題＞ ■安全な水質の維持

■災害対策の充実 ■安全な給水の確保

＜基本施策・実現施策＞

災害対策の強化 ◆強靭◆
■災害対策の実施 ＜課題＞

■耐震化の推進

＜課題＞ ■大規模災害への対応

■給水量の伸び悩みによる給水収益の減少 ■老朽化施設等の更新・維持管理

■健全経営の持続 ■水源と給水の安定性向上

■施設の合理化 ＜基本施策・実現施策＞

■組織体制の強化 災害に強い水道
■維持管理の効率化 安定供給できる水道
■老朽施設の更新 ■水道施設の耐震化

■多様化する市民ニーズの把握 ■危機管理の強化

＜基本施策・実現施策＞ ■水道施設の更新

運営基盤の強化 ■維持管理の充実

水道サービスの向上 ■安定水量の確保

■経営基盤の強化

■施設の高水準化と老朽施設の更新 ◆持続◆
■運営体制の強化 ＜課題＞

■水道情報の充実 ■環境対策の推進

■資産管理方法の改善

＜課題＞ ■業務効率化・財源健全化の強化

■環境負荷の低減 ■技術の継承

＜基本施策・実現施策＞ ＜基本施策・実現施策＞

環境への配慮 環境にやさしい水道
■エネルギーの有効利用 健全経営を保つ水道
■建設廃材・残土の発生抑制と再利用 人材と組織が支える水道

■環境負荷の低減

■経営基盤の強化

■水道サービスの充実

■組織力の向上

基本理念

おいしく・安心で信頼される水道を未来に

氷見市水道ビジョン（前回） 氷見市水道ビジョン（改定）
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２ 施策体系 

基本理念と基本目標を踏まえて、11 の基本施策を策定し、主な施策を以下の通り定めま

した。今後の水道事業運営では、この基本理念と基本目標を共有し、職員一丸となって様々

な課題に取り組んでいきます。 

理想像 基本目標 基本施策 主な施策
▼ ▼ ▼ ▼

１．安全な水質の維持 1.1　水安全計画の策定
1.2　水質監視の充実

２．安全な給水の確保 2.1　直結式給水の推進
2.2　水道未普及地域への対応

３．水道施設の耐震化 3.1　配水施設の耐震化
3.2　管路の耐震化

４．危機管理の強化 4.1　危機管理体制の充実

５．水道施設の更新 5.1　施設・管路の更新

６．維持管理の充実 6.1　維持管理の強化

７．安定水量の確保 7.1　宮田水源地の活用

８．環境負荷の低減 8.1　省エネルギーの取組
8.2　資源の有効活用

９．経営基盤の強化 9.1　財政の健全化
9.2　官民連携の推進
9.3　水道事業の広域連携

10．お客様サービスの充実 10.1　広報の充実

11．組織力の向上 11.1　適正な人材確保
11.2　水道技術の継承

おいしく・安心で信頼される水道を未来に
基本理念

安全

災害に強い水道

安全でおいしい水道

安定供給できる水道

強靭

環境にやさしい水道

健全経営を保つ水道

人材と組織が
支える水道

持続
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